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安
全
確
保
、
防
災
活
動
の
国
内
最
大

規
模
の
組
織
で
あ
る
消
防
団
も
、現
在
、

危
機
的
な
状
況
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
か

つ
て
は
全
国
で
２
０
０
万
人
を
数
え
た

団
員
は
、
今
や
半
分
以
下
の
90
万
人
を

割
り
、
深
刻
な
後
継
者
不
足
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
国
に
お
い
て
も

「
緊
急
ア
ピ
ー
ル
」を
出
し
て
団
員
確
保

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

高
山
市
で
も
、
市
町
村
合
併
当

初
2
千
人
を
超
え
て
い
た
団
員
が
3

年
間
で
１
５
８
人（
約
8
％
）
減
っ
て

１
千
９
１
９
人（
平
成
20
年
4
月
1
日
現

在
）と
な
って
お
り
、
定
員（
2
千
１
０
０

人
）を
満
た
す
状
況
に
は
至
っ
て
い
ま
せ

ん
。
特
に
、
県
全
体
の
減
少
率（
19
年

度
1
・
14
％
）に
比
べ
て
も
高
根
支
団
の

22
・
9
％
を
筆
頭
に
、
一
之
宮
支
団
21
・

0
％
、
荘
川
支
団
19
・
1
％
と
非
常
に

高
い
割
合
で
団
員
が
減
少
し
て
い
る
支
団

も
あ
り
、
地
域
の
防
災
力
の
低
下
が
危

ぐ
さ
れ
ま
す
。
加
え
て
、
団
員
の
就
業

形
態
の
変
化
に
よ
り
、
昼
間
の
火
災
な

ど
に
対
応
で
き
る「
昼
間
消
防
団
員
」の

減
少
も
課
題
と
な
って
い
ま
す
。

年代別の団員構成

20～30歳

20歳未満  4人61歳以上 5人

31～40歳

41～50歳

51～60歳 53人

574人
（30％）

978人
（51％）

305人
（16％）

（3％）

消防署資料
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団員数の推移

H17合併時

H17

H17.2

2,077 人

2,015 人 H18
1,982 人

H19
1,920 人

H20
1,919 人

H17 H18

消防署資料

H19 H20

定 員

団員の就業形態

被用者被用者

その他 123人

自営業者

家族従業者 
180人

1,4311,431人
（75％）（75％）
1,431人
（75％）

被用者185人
（10％）

（9％）

（6％）

消防署資料

全
国
で
不
足
す
る

団
員
後
継
者

頻
発
す
る
災
害

山
間
集
落
に
爪
あ
と

　

こ
う
し
た
消
防
団
員
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
や

過
疎
化
、
若
年
層
の
地
域
意
識
の
希
薄

化
な
ど
が
そ
の
要
因
と
さ
れ
ま
す
が
、

消
防
団
の
運
営
そ
の
も
の
に
も
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震

な
ど
、
山
間
集
落
に
大
き
な
爪
あ
と
を

残
す
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
が
、
中

山
間
地
域
を
抱
え
る
高
山
市
に
お
い
て

も
こ
の
こ
と
は
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
森
林
や
農
地
の
荒
廃
、
集
落
の
高

齢
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
が
山

積
す
る
中
で
、
防
災
の
あ
り
方
と
と
も

に
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
適
正
な
規
模

の
消
防
団
を
ど
う
組
織
し
て
い
く
の
か

を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①団員報酬・出動手当が支給されます。

②士気の高揚を図り、その労に報いるための表彰
　制度があります。

③訓練や災害活動中にケガをした場合は、補償
　制度があります。

④退職時（５年以上勤続）には、退職報賞金が支
　給されます。

消防団員の処遇


